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本ドキュメントは、Veritasが提供している各種ガイドに沿って、実機をもとに動作確認をした内容ですが、製品の仕様や⼿順は予告な
く変更される可能性がございます。

本ドキュメントのアップデートは出来る限り早く⾏いますが、あくまで正規のガイドを補⾜する位置づけであることをご理解ください。

本ドキュメントの多くの内容は「Veritas Flex Appliance Getting Started and Administration Guide」に基づいております。

『Veritas Flex Appliance Getting Started and Administration Guide』

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/130821112-136840843-1

その他のガイドは以下のVeritasサポートサイトよりご確認ください。

https://www.veritas.com/support/ja_JP

https://www.veritas.com/content/support/ja_JP/doc/130821112-136840843-1
https://www.veritas.com/support/ja_JP
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ライセンスキーの⼊⼿

ライセンスキー の⼊⼿⽅法
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§ NetBackupのインスタンス作成時にライセンスキーが必要です。

§ ライセンスキーの⼊⼿にはVEMS（Veritas Entitlement 
Management System）のアカウントが必要です。

§ VEMSのアカウントはご購⼊されたライセンス証書と紐づいている必要が
ございます。

§ アカウントとの紐付けが⾏われていない等のVEMSに関するお問い合わ
せはベリタスカスタマケアにご連絡ください。

ベリタスカスタマケア customercare_Japan@veritas.com

§ NetBackupのライセンスキーは事前に⼊⼿しておくことを推奨します。

http://veritas.com


ライセンスキーの⼊⼿

ライセンスキー の⼊⼿⽅法
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§ ライセンスキーの取得⽅法

1. ブラウザを起動して、VeritasSupportPortalのURL（https://www.veritas.com/support/ja_JP.html）を開きます。

2. Veritasホーム画⾯上”Licensing”をクリックし、アカウント「XXX@XXX.XXXX.jp」でログインします。

3. Entitlement Management Systemが表⽰されたら、メニューバーで、”資格(Entitlements)”をクリックします。

4. 取得されるライセンスの資格IDをフィルタ機能を使⽤して探します。

フィルタ機能を使⽤することで、より早く該当のライセンスを⾒つけることができます。

⽅法）”資格ID(Entitlement ID)”の欄に該当の資格IDを⼊⼒し、[フィルタの適⽤(Apply Filters)]ボタンをクリックします。

5. ライセンスが特定できたら、該当ライセンスの⾏の右側にある”操作”の欄の[鍵のマーク]ボタンをクリックします。

6. 「ライセンスキーの⽣成」で、下記3点を⼊⼒し、[⽣成(Generate)]ボタンをクリックしてください。

(1)バージョン : 必要なバージョンをリストから選択してください。（選択された項⽬が⻘くなります）

(2)ライセンス数 : 利⽤される数量を⼊⼒してください。 (ご購⼊量を超えた数量は⼊⼒できません)

(3)コメント : 必要に応じて⼊⼒してください。 (該当ライセンスの利⽤⽤途などを⼊⼒することができます)

7. 画⾯右側の”操作”の項⽬の[保存マーク]ボタンをクリックすると、ライセンスキーファイルがダウンロードできます。

https://www.veritas.com/support/ja_JP.html
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ドキュメントの内容
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2 Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法
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Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法
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§ Smart Meterとは︖

§ NetBackup 8.1.2から提供された新機能です。

§ 専⽤のポータルをご提供し、ポータルにログインするだけで、購⼊しているライセン
ス量と使⽤しているバックアップ容量が⼀⽬で確認可能となります。

§ Smart Meterを利⽤することで、ライセンス管理におけるコンプライアンス対応を
軽減することができます。

§ Registration Keyとは︖

§ Smart Meterを利⽤するため必要なファイルです。

§ NetBackup 8.1.2以降のインストール（アップグレード）時に、Registration 
Keyが要求されます。

§ Registration KeyはSmart Meterポータル
（https://taas.veritas.com/） から⼊⼿可能です。

§ Registration Keyを事前に⼊⼿しておくことを推奨します。

Registration Keyとは 再販契約によってはSmart Meterの設定が不要な場合があります。
Smart Meterの設定が必要かどうか不明な場合は、ライセンスを購⼊した販売代理店にお問い合わせください。



Registration Keyのダウンロード（1/4）

Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法
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• Registration Keyは、Smart Meterポータルからダウンロード
を⾏います。
■Smart MeterポータルURL

https://taas.veritas.com/

• 上記URLにアクセスし、ユーザーIDとパスワードを⼊⼒します。

• ユーザーIDとパスワードは、Veritas Entitlement 
Management System（VEMS）と同じになります。

再販契約によってはSmart Meterの設定が不要な場合があります。
Smart Meterの設定が必要かどうか不明な場合は、ライセンスを購⼊した販売代理店にお問い合わせください。

https://taas.veritas.com/


Registration Keyのダウンロード（2/4）

Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法
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• ログインが成功すると、Smart Meterのダッシュボード画⾯が表
⽰されます。

• 左ペインにある[登録キー（Registration Key）]を押下します。

再販契約によってはSmart Meterの設定が不要な場合があります。
Smart Meterの設定が必要かどうか不明な場合は、ライセンスを購⼊した販売代理店にお問い合わせください。



Registration Keyのダウンロード（3/4）

Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法
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• Registration Keyのダウンロード画⾯に遷移します。

• アカウントIDとアカウント名が、登録情報と正しいことを確認します。

再販契約によってはSmart Meterの設定が不要な場合があります。
Smart Meterの設定が必要かどうか不明な場合は、ライセンスを購⼊した販売代理店にお問い合わせください。



Registration Keyのダウンロード（4/4）

Smart MeterのRegistration Key⼊⼿⽅法

12 Copyright © 2019 Veritas Technologies LLC.

• Registration Keyのダウンロードを⾏います。

• 対象となるアカウントの[登録キー(Registration Key)]タブ
にあるダウンロードアイコン をクリックし、Registration 
Keyをダウンロードします。

• [veritas_customer_registration_key.json]ファイルが
ダウンロードされることを確認します。
– NetBackupのインストール時にこのJSONファイルが必要となります。

再販契約によってはSmart Meterの設定が不要な場合があります。
Smart Meterの設定が必要かどうか不明な場合は、ライセンスを購⼊した販売代理店にお問い合わせください。
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物理結線
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Flex Appliance 5150 Back Panel Layout
1. Power modules

2. VGA port

3. USB ports

4. IPMI port

5. 1GbE ports

6. 2x12Gb SAS-3 ports

7. I/O configuration options PCIe slot
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（参考）Flex 5150 背⾯図



物理結線
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IPMI（リモート管理）
IPMIポートにLANケーブルを接続

Flex5150管理用
HOST0ポートにLANケーブルを接続

NBUインスタンス用（標準搭載）
NIC0, NIC1, NIC2ポートにLANケーブルを接続（必要数）

NBUインスタンス用（拡張インターフェイス）
ご購入モデルによって、PCIeスロットにI/Oインターフェイ
スが搭載されています。必要に応じて結線します。
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Flex5150の初期設定
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§ コンソールやIPMIからFlex Appliance Shellにログイン

§ ログイン情報

§ Username︓hostadmin

§ Passwrod︓P@ssw0rd

Flex Appliance Shellへのログイン



Flex Appliance Shellへのログイン

Flex5150の初期設定
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§ 正常にログインできることを確認



ネットワークの構成

Flex5150の初期設定
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§ ネットワークの構成（HOST0）を⾏います。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ setup configure-network

§ yes

§ ネットワーク情報を⼊⼒します。

§ Node IP Address︓

§ Node Hostname︓

§ Default gateway︓

§ Subnet mask︓

§ DNS server IP address(optional)︓

§ DNS domain︓

§ Search domain (optional) ︓

Node IP Address、Node Hostname、Default gateway、Subnet 
maskを変更するにはFactory Resetが必要になりますのでご注意ください。



ネットワークの構成

Flex5150の初期設定
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§ 正しく構成されたことを確認します。

§ Operation completed successfully

§ DNSが存在しない場合、次⾴からのhostsへの登録を必ず⾏ってください。



（DNSが存在しない場合）hostsの登録︓Flexアプライアンス5150

Flex5150の初期設定
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§ hostsにFlex5150⾃⾝を登録します。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ system add–host

§ yes

§ 必要な情報を⼊⼒します。

§ Node IP address︓

§ Node Hostname(short hostname)︓

§ Domain︓

§ Alias(optional)︓



（DNSが存在しない場合） hostsの登録︓Flexアプライアンス5150

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully



（DNSが存在しない場合） hostsの登録︓NBUマスタサーバ

Flex5150の初期設定
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§ 続いてNBUマスタサーバを登録します。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ system add–host

§ yes

§ 必要な情報を⼊⼒します。

§ Node IP address︓

§ Node Hostname(short hostname)︓

§ Domain︓

§ Alias(optional)︓



（DNSが存在しない場合） hostsの登録︓NBUマスタサーバ

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully



（DNSが存在しない場合） hostsの登録︓NBUメディアサーバ

Flex5150の初期設定
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§ 続いてNBUメディアサーバを登録します。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ system add–host

§ yes

§ 必要な情報を⼊⼒します。

§ Node IP address︓

§ Node Hostname(short hostname)︓

§ Domain︓

§ Alias(optional)︓



（DNSが存在しない場合） hostsの登録︓NBUメディアサーバ

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully

§ メディアサーバなどが複数ある場合は全て登録します。



（任意）ストレージの初期化

Flex5150の初期設定
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§ ストレージの初期化を⾏います。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ system storage-rest

§ yes

§ DELETE DATA

§ 以前にFlex5150を構成した場合やセットアップが途中で中断された場合などに本
操作が必要な場合がございます。



（任意）ストレージの初期化

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully



Flex Consoleの構成

Flex5150の初期設定
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§ Flex Consoleの構成を⾏います。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ setup configure-console

§ yes

§ SSH経由ではなく、コンソール直接またはIPMIによるリモートコン
ソールから実施ください。

§ 必ず、前の⼿順のネットワーク構成（setup configure-
network）を実施したのちに実⾏してください。



Flex Consoleの構成

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully



再起動

Flex5150の初期設定
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§ システムを再起動します。

§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ system restart

§ yes



ログイン

Flex5150の初期設定
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§ 再起動後、再度ログインします。

§ ログイン情報

§ Username︓hostadmin

§ Passwrod︓P@ssw0rd



タイムゾーンの設定

Flex5150の初期設定
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§ 以下のコマンドを実⾏します。

§ set date timezone

§ locationを選択します。

§ ここでは⽇本を前提に設定するため、5)Asiaを選択します。

§ 5



タイムゾーンの設定

Flex5150の初期設定
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§ countryを選択します。

§ ここでは⽇本を前提に設定するため、19) Japanを選択します。

§ 19



タイムゾーンの設定

Flex5150の初期設定
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§ 設定内容を確認し、1) Yesを選択します。

§ 1



タイムゾーンの設定

Flex5150の初期設定
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§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully



時刻の設定

Flex5150の初期設定
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§ 以下のコマンドを実⾏し、⽇時の⼿動設定を⾏います。

§ set date manual-date

§ フォーマット通りに⼊⼒します。

§ (例）⽇本時間で「2020年4⽉1⽇ 午前8時50分10秒」の場合、フォーマット通りに⼊⼒します。︓ 01 APR 2020 08:50:10 

注︓ここで設定した時刻はリブート時にBIOS Hardware clockの時刻に同期されます。 恒久的な時刻修正を⾏う場合は以下KBに従いBIOSメニューからHardware clockを修正ください。
https://www.veritas.com/support/en_US/article.100047676

https://www.veritas.com/support/en_US/article.100047676


タイムゾーンの設定

Flex5150の初期設定
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§ Dateの確認をします。

§ 以下のコマンドを⼊⼒します。

§ show date current-date



NTPサーバの設定

Flex5150の初期設定
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§ NTPサーバを設定します。

§ 以下のコマンドを⼊⼒します。

§ set date ntp ntp_servers=<ntpサーバのホスト名> 

§ 正常に構成されることを確認します。

§ Operation completed successfully

§ 設定できるNTPサーバは1つだけです。



NTPサーバの設定

Flex5150の初期設定
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§ NTPサーバの設定の確認をします。

§ 以下のコマンドを⼊⼒します。

§ show date current-ntp



ありがとうございました!
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